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　昨今の新型コロナウィルスによるパンデミッ
クによって、人どうしが直接触れ合う機会が減
少し、孤独を感じるという人が増えたといわれ
る。孤独や孤立が大きな問題として取り上げら
れるようになり、わが国でも政府によって孤独
対策がすすめられている。もっとも、孤独はパ
ンデミック以前から社会問題として認識されて
おり、この問題に先駆的に取り組んできたのが、
イギリスである。メイ首相時代の 2018 年に世
界で最初の孤独担当大臣が創設されたことは記
憶に新しい。本書はそのようなイギリスの孤独
問題への取り組みを、在英経験のあるジャーナ
リストの著者が実際に見て経験した豊富な事例
とともに紹介している。
　イギリスにおいて、孤独をめぐる状況がどの
ようなもので、それがいかなるものとして認識
されているのだろうか。第 1 章では、パブや教
会などのかつて人々の結びつきの場として機能
していたコミュニティの役割が低下し、孤独に
陥る人が増加している実態や孤独担当大臣創設
までの経緯、民間レベルでの孤独対策の取り組
み事例が述べられる。イギリスでは、政府が動
き出す以前から、草の根の活動として、企業や
チャリティー団体が孤独対策のための様々な取
り組みを行っており、この活動を政府が支援す
るかたちで、孤独対策が広がったという。
　第 2 章では、孤独に陥りやすい高齢者のため
の様々な取り組みが紹介される。高齢者の支援
には複数のチャリティー団体が充実したサポー

トを提供している。高齢者が無料で電話や直接
の対面によってボランティアと会話を楽しむこ
とができたり、老人ホームに暮らす高齢者が地
域の文化・スポーツイベントに参加できたりす
る。このように、チャリティー団体が中心となっ
て、地域のコミュニティを基盤とした高齢者の
孤独を救うための実践が行われている。
　孤独救済に大きな役割を果たしている存在と
して、王室もまた重要である。第 3 章では、国
内の多数のチャリティー団体を支援すること
で、高齢者をはじめ障害者や難病患者、ホーム
レスなどの社会的弱者に寄り添う王室の人々の
姿を描く。現女王は 600 以上ものチャリティー
団体を支援しているし、チャールズ皇太子は
複数のチャリティー団体を創設し、400 以上の
団体の支援も行い、環境問題への関心からオー
ガニック食品メーカーの経営にまで携わってい
る。このように、王室はチャリティー団体の支
援を通して、弱者を救済する模範としての役目
を果たしている。
　第 4 章は経済的社会的に恵まれた境遇にいる
者は社会的弱者に手を差し伸べることが責務で
あるという、イギリス社会に浸透している「ノ
ブレス・オブリージュ」の考え方を詳述してい
る。名門大学の学生や王室、貴族をはじめ、恵
まれた立場の人々には、自らの地位を恵まれな
い人々のために使うという精神が強く存在して
いるという。
　社会的弱者に手を差し伸べることが当然のイ
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ギリスでは、それを街の至る所で実感すること
ができる。第 5 章では、高齢者や障害者などに
配慮した工夫についてロンドンを事例に紹介し
ている。例えば、一般の小売店と同じように、
街の様々なところにチャリティー団体が運営す
るチャリティー・ショップが存在していたり、
個人によって寄付され、寄付者の名前が刻印さ
れたベンチが至るところに設置されていたりす
る。また、駅は住民の生活の邪魔にならないよ
うな場所にあり、踏切がないため、事故の心配
がないこと、スーパーマーケットではレジ打ち
の店員は椅子に座り、客とのささやかな会話が
みられることも特筆すべきこととして言及され
ている。
　第 6 章でも、社会的弱者を切り捨てない工夫
が様々な形となって人々の日常に表れている事
例の紹介が続く。身体障害者が特別視されるこ
となく、社会に溶け込んでいること、高齢者の
公共交通機関の利用が無料であることなどが述
べられる。さらに、企業も弱者をサポートする
取り組みを充実させており、障害者や性的マイ
ノリティーの人々に光を当てた商品やサービス
の提供、チャリティー活動に力を入れる。ま
た、複数のチャリティー団体はがんや認知症の
患者を支援する取り組みに尽力する。最後に筆
者は、高齢化がすすみ、コロナ禍で孤独感を抱
える人々が増える日本にとって、人々が様々な
形で結びつき、関わりを持ち、助け合えるため
の実践や制度が充実している「イギリスに学ぶ
点は多いのではないか」と締めくくっている。
　以上、本書の概要を紹介した。以下では評者
の感じたことを述べたい。世界初の孤独担当大
臣が創設されたことから、本書でも政府の政策
の詳細や政治の話が中心的話題なのではと思わ
れた方も多いかもしれない。実際は、上述した
ように、本書の大半は、民間での地道な取り組
み事例で埋められている。紹介される事例は、
日常のささやかな事柄から、国際的に活動する
チャリティー団体まで、実に幅広い。通常であ

れば見落としてしまいそうな日常の一コマにも
イギリスならではの、弱者に配慮したしくみや
人どうしのあたたかな交流を見出しており、筆
者のジャーナリストとしての観察力が発揮され
ていると感心してしまった。本書で示される
様々な取り組みにおいてとりわけ際立っていた
のはチャリティー団体の存在である。欧米のな
かでもイギリスでは、チャリティーを筆頭に非
営利の活動が非常に活発である。このことが、
孤独対策の積極的な取り組みにつながっている
と考えられる。
　一方、イギリスという国でこれほどまでに非
営利の活動が盛んになった理由については述べ
られていない。この答えを知るためには 19 世
紀の産業革命以降の社会について理解する必要
があるが、歴史的な話にはほとんど言及がなさ
れていないのが残念である。19 世紀に資本主
義経済のしくみが確立されるなかで、貧富の格
差や劣悪な労働環境、大気汚染など現代に通じ
る様々な問題が生じた。経済活動において自由
が重視され、政府ではなく、民間の活動が活発
だったイギリスにおいてこうした問題の緩和に
奔走したのが、チャリティーや協同組合などの
非営利組織であった。とくにチャリティー団体
は、苦しんでいる人々を見つけ出しそれを社会
問題化することに重要な役割を果たしてきた。
こうした過去から続いてきた営みが、現在のイ
ギリス社会の特徴を形成しているといってもい
いだろう。昨今問題化されるようになったヤン
グケアラーについても世界で最も先進的な支援
を行っているのはイギリスである。歴史的視点
も含めて広い視野でイギリスの孤独対策を理解
することが、日本の対策の参考とするうえで重
要になってくるのではないだろうか。
　もっとも、本書の文体は総じて読みやすく、
イギリスの社会や文化についても知ることがで
き、日本でも深刻さを増す孤独問題について考
えるための入り口として多くの人の手元に届い
てほしい一冊であることに変わりはない。


